
 

（注意）解答速報は TAC(株)が独自の見解に基づき、サービスとして情報を提供するものです。本試験の結果等について保証するものではござい

ません。尚、解答速報の内容につきましては予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。 

 

 

 

 （Subject 1 各 8 点 計 240 点） 
 

問 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

解答 ③ ⑤ ④ ③ ④ ① ④ ③ ④ ② ② ① ④ ① ③ 

問 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

解答 ② ④ ⑤ ② ② ① ② ② ③ ① ⑤ ③ ④ ④ ⑤ 

 

 

 

（20 点） 

(1) ［ 1  ］ 

(2) ［ 3  ］ 

(3) ［ 1  ］ 

(4) ［ 4  ］ 

(5) ［ 5  ］  

(6) ［ 4  ］ 

(7) ［ 1  ］ 

(8) ［ 5  ］ 

(9) ［ 3  ］ 

(10) ［ 4  ］ 

 

 

（20 点） 

(1)  
  

Dr.  2  ［ 25,000 ］ 
  

Cr.  6  ［ 25,000 ］ 

 

(2)  
  

Dr.  1  ［ 25,000 ］ 
  

Cr.  2  ［ 25,000 ］ 

 

(3)  
  

Dr.  3  ［ 625 ］ 

  5  ［ 1,125 ］ 
  

Cr. Accumulated depreciation ［ 625 ］ 

  4  ［ 1,125 ］ 

 

〈選択問題: 1～30〉 

〈記述問題〉 

第 17 回 BATIC（国際会計検定）模範解答 第 25 回 BATIC Subject 1（国際会計検定）解答速報 
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（注意）解答速報は TAC(株)が独自の見解に基づき、サービスとして情報を提供するものです。本試験の結果等について保証するものではござい

ません。尚、解答速報の内容につきましては予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。 

（20 点） 

(1) $［ 3,500 ］ 

(2) $［ 2,900 ］ 

(3) $［ 500 ］ 

(4) $［ 1,000 ］ 

(5) $［ 13,200 ］ 

 

 

（20 点） 
 

(1) Detected Not detected 
 

(2) Detected Not detected 
 

(3) Detected Not detected 
 

(4) Detected Not detected 
 

(5) Detected Not detected 
 

(6) Detected Not detected 
 

(7) Detected Not detected 

 

 

（20 点） 

(1) 

1. $［ 1,200 ］ 

2. $［ 3,600 ］ 

3. $［ 27,200 ］ 

4. $［ 21,600 ］ 

5. $［ 34,800 ］ 

 

(2) 

To determine which merchandise is more efficiently sold, cost of goods sold is divided by 

 A  2   . This equation is known as  B  3   and a (  Higher    Lower  ) 

ratio is better. As a result of the calculation, it was determined that (  Parts A    Parts B  ) 

were more efficiently sold. 
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（注意）解答速報は TAC(株)が独自の見解に基づき、サービスとして情報を提供するものです。本試験の結果等について保証するものではござい

ません。尚、解答速報の内容につきましては予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。 

（20 点） 

 

XYZ Company 

Income Statement 

For the Year Ended December 31, 2012 

 

Sales  $ ［ 10,200 ］ 

 5    ［ 6,000 ］ 

 6    ［ 4,200 ］ 

Operating expenses:      

 9    ［ 800 ］ 

 10    ［ 700 ］ 

Net income  $ ［ 2,700 ］ 

 

 

 

（20 点） 

 

XYZ Company 

Balance Sheet 

As of December 31, 2012 

 

 Assets Liabilities and Equity 

Cash  $ ［ 7,500 ］   1   $ ［ 1,100 ］ 

 4    ［ 3,500 ］  Salaries payable   ［ 700 ］ 

Inventory   ［ 2,000 ］  Total liabilities   ［ 1,800 ］ 

 7    ［ 400 ］        

Equipment   ［ 1,100 ］  Common stock   ［ 10,000 ］ 

        8    ［ 2,700 ］ 

       Total equity   ［ 12,700 ］ 

Total assets  $ ［ 14,500 ］  Total liabilities and equity  $ ［ 14,500 ］ 

 

 
 

（20 点） 

(1) ( Company X Company Y) is more able to meet short-term obligation, because   

 A  1    is higher. In order to analyze the ability to meet short-term obligation 

more precisely,  B  4    should be calculated. However,  B  4    of  

the above companies cannot be calculated, because the amount of inventory is 

unknown. 

 

(2) Because Company X’s ROE is［ 10 ］% and Company Y’s ROE is ［ 8 ］%, 

(  Company X    Company Y  ) is better from the stockholders’ viewpoint.   

 

(3) (  Company X    Company Y  ) has a better financial structure for creditors, because  

 C  2    is lower. However, the lower ratio is not necessarily good for the 

stockholders.  
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（注意）解答速報は TAC(株)が独自の見解に基づき、サービスとして情報を提供するものです。本試験の結果等について保証するものではござい

ません。尚、解答速報の内容につきましては予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。 

第 25 回目試験 講評 

 

受験生の皆様、本試験お疲れ様でした。 

今回の感触はいかがでしたでしょうか？ 

 

さて、今回の第 25 回の本試験ですが、基本的な内容を、今までとは違った角度で訊いている問題が多かった

ような気がします。これは本質的な理解ができているかどうかを試していることの表れだと思います。 

 

Subject1 では、記述問題で、損益計算書と貸借対照表の作成問題が出題されましたが、これまでとは異なり、

期末の試算表が資料として与えられていませんでした。財務諸表の形式だけではなく、期中取引をいかに素早

く、しかも正確に集計できるかが問われていた問題だと思います。また、Ratio analysis（比率分析）により、

複数の会社を比較する問題が多くなってきましたが、これは、単に財務諸表を作成するだけではなく、分析ま

でできることが、実務上のスキルとして求められていることを反映しているものと思われます。 

 

Subject2 でも、特に記述問題に、本質的な理解が問われている問題が多いと感じました。Pension の問題では、

Net periodic pension cost や other comprehensive income の額が問われましたが、Pension の計算構造をしっ

かりと理解していなければ解けない問題でした。保有有価証券や社債についての記述問題も、正確な知識が必

要となってくる問題であったと思います。 

 

今後は、会計だけでなく、税法や監査等についても、様々な場面で、国際的な知識が必要になってくると思い

ます。より幅広く、そして深く学習されてみたい方は、是非、ＵＳＣＰＡの学習を始めてみてください。今後

の皆様のキャリア形成の中で、必ずや大きな意味を持ってくることと思います。 

 

TAC BATIC 講座 

 

ＴＡＣ米国公認会計士講座のご案内 

①米国公認会計士試験は日本国内（東京・横浜・大阪）で受験できま

す！ 

②BATIC アカウンタントレベル（320 点以上）の方は TAC 米国公認会計

士講座 USCPA 本科生を 10%OFF の受講料でご受講いただけます！ 

※BATIC で出題されている内容はほとんどそのまま米国公認会計士試験

の主要な科目である FAR（財務会計）の出題範囲と重なりますので

BATIC の学習経験をお持ちの方は大きなアドバンテージがあります。こ

れを活かさないさない手はありません！ 

 日本も米国も基本的な会計処理は同じです。特に日商簿記 2 級レベル

の方や、BATIC の学習経験をお持ちの方のアドバンテージはかなり大き

いと言えます。TAC の米国公認会計士講座は週 1 回、約 1 年間のカリキ

ュラムで学習していきますので、お仕事や学業と両立させながら、合格

を目指していただくことが可能です！ 

最新情報は米国公認会計士講座専用サイトで！  http://www.cpa-tac.com/us/ 


